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HCIIはPCI後のステント再狭窄や頸動脈硬化を抑制する

　８：３０
　　当日の朝は絶食で来

院しますが、糖尿病治療薬

以外、特に高血圧症の薬剤

は水分のみで前もって服

用してから検診を行います。

受付を済ませたら、検診の

内容や注意事項等の説明

を受け、その後簡単な身体

測定をします。　

　９：００
　心血管症発症の原因と

なる内蔵脂肪の計測を目

的に、まずは臍のラインで

ＣＴ撮影を行います。そして

その画像をもとに、内臓脂

肪面積を専用ソフトにて算

出します。

　９：３０
　次は血液と尿の検査で

す。検尿・採血・心電図・脈

波伝播速度・血管内皮機

能・頸動脈エコー・ブドウ糖

負荷試験（ブドウ糖負荷試

験は糖尿病の人には行い

ません）があり、様々な角

度から検査してもらえます。

特に血管内皮機能は、全国

でもまだあまり設置されて

いない最先端の装置が導

入されています。

　１２：００
　ブドウ糖負荷試験は３０

分・６０分・１２０分の３回。採

血と採血の間の空き時間

を利用して、検診担当の藤

中雄一医師によるメタボリ

ックシンドロームの予防と

対策の講習があります。わ

かっていてもなかなか実行

できないことや、新しい発

見があるかもしれませんよ。

　１３：１５
　待ちに待った昼食です。

もちろんメタボリックシン

ドローム対策のためのヘ

ルシーなスペシャルランチ

です。また食後には栄養指

導があります。これをご家

庭で実践できるかどうかが

問題ですが。

　１４：３０
　最後に個人別に結果を

説明・指導してくれました。

また当日の結果と後で出

る結果を後日郵送してくれ

ます。

「６０・７０代の方の申し込み

が多いのですが、４０・５０代

の働き盛りの方もぜひ受

けてください。思わぬ病気

が発見されることもありま

すので」

と、検診担当の鈴木麗子看

護師長さん。

　１５：３０
　お疲れ様、終了です。今

回モデルになってくださっ

た山田さん、森さんご夫婦、

ありがとうございました。

本日の結果や先生方の指

導を明日からの生活に生

かして、健康な日々をお過

ごしください。

　
か
つ
て
は
中
年
太
り
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
た
お
腹
の
出
っ
張
り
は
、
内
容
と
は

裏
腹
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

い
う
一
見
ス
マ
ー
ト
な
名
前
が
付
け
ら
れ
、

中
高
年
層
だ
け
で
な
く
若
年
層
に
ま
で

浸
透
し
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
原
因
と
し
て
、
食
生
活
の
欧
米

化
や
運
動
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
内
臓
脂

肪
蓄
積
に
よ
る
腹
部
肥
満
を
基
盤
と
し

て
、
脂
質
代
謝
異
常
・
高
血
圧
症
・
高
血

糖
な
ど
の
代
謝
異
常
の
複
合
病
態
を
総

称
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
が
心
血
管
病

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、

そ
の
予
防
や
対
策
が
国
民
的
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
粟
飯
原
先
生
は
現
在
「
動
脈
硬
化
症
」

を
専
門
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

手
足
な
ど
は
動
脈
が
お
の
お
の
二
本
ず

つ
あ
る
の
に
対
し
て
、
心
臓
や
脳
は
終
動

脈
と
呼
ば
れ
、
動
脈
が
一
本
し
か
な
い
た

め
に
動
脈
硬
化
症
が
原
因
で
閉
塞
を
起

こ
す
と
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
を
発
症
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
血
液
が
循
環
し

な
く
な
る
こ
と
で
障
害
を
受
け
た
脳
や

心
臓
は
、
元
の
健
康
な
状
態
に
は
戻
せ
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
早
期
発
見
が

と
て
も
大
事
な
の
で
す
。

　
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
と
し
て
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
高
血
圧
な
ど
良
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
動
脈
硬
化
発
症
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
危
険
因
子
に
関
し
て
ま
だ
十

分
全
容
が
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
先

生
は
動
脈
硬
化
の
予
防
因
子
と
し
て

「
ヘ
パ
リ
ン
コ
フ
ァ
ク
タ
ー
㈼(

以

下
Ｈ
Ｃ
㈼
と
略)

」
と
い
う
タ
ン

パ
ク
質
の
一
種
に
着
目
し
ま
し

た
。

　
き
か
っ
け
は
動
脈
硬
化
症
の
危
険
因

子
が
、
軽
症
高
血
圧
症
だ
け
だ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
心
臓
・
頸
動
脈
・
大
動
脈
な

ど
多
発
性
に
か
つ
重
症
の
動
脈
硬
化
症

を
呈
し
た
女
性
患
者
に
遭
遇
し
た
こ
と

で
す
。
こ
の
患
者
さ
ん
は
血
液
中
の
Ｈ
Ｃ

㈼
が
欠
乏
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
Ｈ

Ｃ
㈼
は
動
脈
硬
化
の
予
防
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
マ
ウ
ス

を
使
っ
た
実
験
で
は
、
Ｈ
Ｃ
㈼
が
少
な
け

れ
ば
動
脈
硬
化
が
悪
化
し
、
活
性
酸
素

が
増
え
る
こ
と
や
、
血
小
板
が
固
ま
り
や

す
い
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。
逆
に
Ｈ
Ｃ

㈼
を
活
性
化
す
れ
ば
動
脈
硬
化
を
予
防

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

今
は
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
Ｈ
Ｃ
㈼
を
人
工
的
に
合
成
す
る

方
法
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
献
血

に
頼
る
か
、
肝
臓
の
機
能
を
高
め
る
と
い

う
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
Ｈ
Ｃ

㈼
の
臨
床
応
用
が
大
き
な
課
題
と
な
り

ま
す
。

　
先
生
は
現
在
、
大
学

病
院
の
「
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
医
療
セ
ン
タ

ー
」
の
担
当
医
も
勤
め

て
い
る
の
で
、
将
来
は

Ｈ
Ｃ
㈼
の
検
査
も
項
目

に
加
え
て
デ
ー
タ
を
集
積

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療

セ
ン
タ
ー
は
今
年
３
月
に
開

設
し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
こ
と
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
検
診
を

紹
介
し
ま
す
。
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プロフィール

 徳島県 生まれ

１９９１年 徳島大学医学部医学科卒

２００３年 徳島大学大学院医学研究科ストレス制御医学助手

２００４年 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
 生体情報内科学ＣＯＥ研究員

２００４年 徳島大学大学院医学研究科修了（医学博士）

２００６年 徳島大学医学部・歯学部附属病院
 先端医療開発研究プロジェクト循環器内科助手

２００７年 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
 生体情報内科学講師／内分泌代謝内科

徳島大学病院 アンチエイジング医療センター
Anti-Aging Medical Center: AAMC

最新の診断装置を用いた検診でメタボリックシンドロームの予防

　徳島大学病院「アンチエイジング医療センター」は、
メタボリックシンドロームや動脈硬化症の
早期発見に特化した健康診断といえるものです。
ホームページ　http://www.tokushima-hosp.jp/facility/anti_aging.html

　 検診は完全予約制となっています。

電話や病院受付に置いてあります

パンフレットの専用申込用紙、もしくは

徳島大学病院アンチエイジング医療センターの

ホームページより申込書を

ダウンロードしてご予約下さい。　

http://www.tokushima-hosp.jp/

facility/anti_aging.html

　検診日は毎週金曜日（祝日・年末年始除く）です。

料金　４８，３００円（昼食代込み）

お申し込み・お問い合わせは、

徳島大学病院地域医療連携センターまで。

ＴＥＬ ０８８－６３３－９１０６

ＦＡＸ ０１２０－３３５－９７９

月～金の平日９時～１６時（祝日・年末年始除く）


